
地域だより
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尾道支部　米田　雅治
春の原田探訪会　～中世の史跡をあるく・みる～ 

　山陽高速尾道ＩＣから北東へ車で10分ほどのところ

にある尾道市原田町は、小原村と梶山田村が明治に合併

して原田村になり、さらに昭和に尾道市と合併して現在

に至る。今回はこの原田町小原地区の中世の史跡を見て

歩く探訪会が開かれた。ガイドは「妙宣寺」住職で尾道

観光協会理事の加藤慈然氏と、加藤氏と共に尾道の史跡

をあるく・みる活動を主宰され、広島大学大学院「中世

の土地管理制度」を専攻された尾道市職員の奥忠直氏。

　梶山田地区と小原地区との峠堺にある「原田芸術文化

交流館（旧原田中学校）」に集合し、ガイダンスの後、

早速、小原地区のなだらかな谷間の田園を散策。この一

帯で約500年前に合戦があったとの解説の後、「妙教寺」

に移動。妙教寺には合戦で亡くなった兵士の小さな五輪

塔が数多く残っていた。この時代のお墓は自然石に簡単

に碑を彫ったものが多く、五輪塔を創ることのできる石

工がこの地にいたことが分かり、興味深い。尾道の石工

のルーツを探る上でも貴重な遺跡と言える。

　約500年前の合戦の記録（小原乱軍記）が残る「最円

寺」では、合戦の背景や詳細の説明があった。鎌倉時代

に源頼朝の命により地頭として小原の地に赴き、「山中

城」を築いた三浦氏と、尾道との関わりも深い足利尊氏

によって三浦氏の居城がある小原村や梶山田村の領有を

認められた杉原氏との領地を巡る長年の遺恨が原因で、

応仁の乱の30年後（1507年9月）に現在の原田町を主戦

場として数日間にわたって繰り広げられた。最終的に三

浦氏の居城、「山中城」の落城で終結するが、杉原氏方

に安芸国守護の武田氏が、三浦氏方に備後国守護の山名

氏がつき、さらに島嶼部の村上水軍等の勢力を巻き込ん

で、応仁の乱後の流動化する社会情勢を背景とした、尾

道地区における戦国時代の幕開けとも言える合戦であっ

た。

　その後、原田芸術文化交流館に戻り、当時の時代背景

やこの地が古くから穀物の単位収量の多い優良な農地で

あったこと、また銅鉱山もあり、大変豊かな地域であっ

たとの補足説明の後、筆記試験も行われた。

　探訪会に参加して、地元にこんな歴史があったことを

この年で知ることができ、地域の歴史についてもっと知

りたくなる大変興味深い会であった。
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4月10日現在ＣＰＤ認定プログラム（5～6月の広島県内実施分）
日  時 プログラム名 単  位 主  催 連絡先
5／10 防水改修セミナー2018 春（広島） 4 田島ルーフィング 082－545－7866
5／11 効果的なリスクアセスメント手法と労働安全衛生対策 6 インターウェーブ 03－3963－2011
5／17 監理技術者講習 6 広島県建築士会 082－244－6830
5／17 建築士事務所向けの働き方改革セミナー 2 広島県建築士事務所協会 082－221－0600
5／22 BIM（Building Information Model）の活用に向けて 2 グラフィソフト ジャパン 03－5545－3286
5／23 地震被害事例から見る軽量土工法の活用～阪神淡路大震災から熊本地震～ 6 インターウェーブ 03－3963－2011
6／ 2 「建築数量積算の実務」講習会（広島会場）【仕上①】 6  日本建築積算協会 082－221－9759
6／ 3 「建築数量積算の実務」講習会（広島会場）【仕上②】 6  日本建築積算協会 082－221－9759
6／ 9 「建築数量積算の実務」講習会（広島会場）【躯体①】 6  日本建築積算協会 082－221－9759
6／10 「建築数量積算の実務」講習会（広島会場）【躯体②】 6  日本建築積算協会 082－221－9759

地域だより
広　島

広島支部  まちづくり委員会　三島　久範

「海を渡るひろしまのおみやげ」
デザインコンペの審査報告 公益社団法人 広島県建築士会

平成30年度 定時総会のお知らせ

　まちづくり委員会では、昨

年度開催した「地域材のプレ

ミアム化を目指すワークショ

ップ」（林野庁補助事業）を更

に発展させ、今年度は木の特

質を活かした「海を渡るひろ

しまのおみやげ」を考えるデ

ザインコンペを開催しました。

　応募総数は19点と少なめ

でしたが、広島のお酒と木の香りをテーマとしたデザイ

ンや、鯉や紅葉をモチーフとしたデザインなどの力作揃

いでした。3月30日に開催した審査会では、4人の審査

員の方にいろいろ協議をしていただきながら、徐々に当

選作を絞り込でいきました。そして最終選考3点の中か

ら、前田基貴さんと柴田安章さんの2つの作品が選ばれ

ました。

　このコンペティションは、今後、当選者の作品を中心に

「海を渡るひろしまのおみやげ」を具体的に検討する実験

的事業（製作）を行う予定になっておりますので、今回応

募いただいた作品の公表は避けさせていただきます。著

作権等を含め、次のステップの目処が付きましたら改め

てご報告させていただきますので、ご期待ください。

開催日時：5月27日（日）14時半～

会　　場：ホテルセンチュリー 21広島

〒732-0824 広島市南区的場町1－1－25

1082-263-3113

懇 親 会：上記同日、同会場17時～

会　　費：6,000円

　会員様には往復ハガキにて出欠の照会をさせて

いただきます。ぜひご参加ください。

道の駅 センザキッチン

●設計監理／NSP設計・山根建築設計JV

●施　　工／ナカケン・中原組JV

●所 在 地／山口県長門市仙崎

●用　　途／道の駅

●構造規模／木造 一部鉄骨造 ２階建て

●延床面積／ 1,500.89㎡

●竣　　工／ 2017年10月

当計画地は長門市仙崎地区にあり、日本

海の港に面する風光明媚なロケーション

で、以前より青海島遊覧船の発着場とし

て利用されている。

建物は事業主から、地元産の木材を地元で製材加工し、地元の方が施工するという、木材の地産地消モデルとなる事が求められた。

当地区は準防火地域のため、木造主体としながら鉄骨造の耐火建築物を間に挟み込むことで、中大規模建築物の防耐火規制をクリア

しつつ、木が現しとなる建物として地元産の木材のアピールを可能とした。

正面側は乳白色のポリカーボネート板を利用し、海を連想する波型に加工、地元名産の仙崎イカやかまぼこが連想できる特徴的な外観

とした。付属棟にある木との触れ合いをテーマにした「長門おもちゃ美術館」や海沿いのウッドデッキも含め、森と海をつなぐ新感覚

の道の駅となった。

表紙写真について
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　広島県では、魅力ある建築物の持続的な創造に向けた、

クリエイティブな人材の育成を目的として、平成25年度

から学生コンペ等を開催しています。

　この度、県内の建築学生を対象とした「ひろしま建築

学生チャレンジコンペ2016」（以下「学生コンペ」）の建

物完成見学会を、2月24日（土）に開催しました。

　今回の学生コンペの対象建築物は、広島市南区の「広

島県立広島工業高等学校野球部・弓道部部室」。最優秀

作品に選ばれた広島工業大学の藤原陽平さん、林聖人さ

ん、岡田直果さん（提案時）の提案が実施設計、工事を経

て竣工しました。

　完成見学会では、審査委員の「一級建築設計事務所ナ

フ・アーキテクト＆デザイン」・崇城大学准教授の中薗哲

也氏、「藤本寿徳建築設計事務所」の藤本寿徳氏、最優秀

提案者の藤原陽平氏他2名、担当教員の広島工業大学教

授の村上徹氏等の関係者様が参加され、提案時のコンセ

プトや、竣工を迎えての喜びの言葉を頂きました。

　見学会に参加された方は、この部室の最大の見所である、

半屋外空間の小屋裏やルーバーに注目されていました。

　広島県では、今年度も学生コンペを実施しますので、

ご注目ください。

※コンペの詳細は、県HPをご覧ください。

　広島県では、魅力ある公共建築物の創造・発信や民間

建築物への波及を目的に、首都圏の建築に興味のある方

に対して情報発信するため、トークイベントを開催して

います。

　今回のトークイベントでは、「女性を惹きつける建築」

をテーマに、広島の建築の魅力を、女性ファッション誌

で活躍中の広島市出身の人気読者モデル田中里奈さん、

京都工芸繊維大学教授の松隈洋さん、株式会社建築メ

ディア研究所代表取締役の大森晃彦さんをゲストにお

迎えし、東京都中央区銀座のひろしまブランドショップ

TAUで熱く語っていただきました。

　ファッションや旅等の分野で活躍されている田中さん

から好きな建物についてご紹介いただき、その後、建築

分野で活躍されている大森さん、松隈さんから、おりづ

るタワーや環境局中工場等の広島の近代建築や、平和記

念資料館等の広島のモダニズム建築について、詳しくご

紹介いただきました。

　また、田中さんからインスタ映えする建物等の紹介に

加え、建物別のファッションコーデ例等もご紹介いただ

き、様々な視点から女性を惹きつける建築の魅力につい

て語っていただきました。トークイベントの内容は、県

HPに掲載していますので、是非ご覧ください。

対象対建物

構 造

延 べ 面 積

工 事 費

広島県立広島工業高等学校
野球部・弓道部部室

鉄骨造　平屋

185.48㎡

約40,000千円

「ひろしま建築学生チャレンジコンペ2016」建物完成見学会を開催

「松隈洋×田中里奈×大森晃彦トークイベントin ＴＡＵ」を開催

事務局　上木　薫「建築甲子園」について
　（公社）日本建築士会連合会が2010年度から実施して

いる、「建築甲子園」をご存知でしょうか。将来の日本を

担う建築教育課程のある工業高校・高等専門学校の生徒

を対象とした、研究・創作活動に対するコンペです。今

年度で第9回となるこのコンペの狙いは、建築教育に携

わる教員と、ものづくりを学ぶ学生が協働し、夢や想像

を「もの」へと造り上げていく過程の中で、創造する喜び

や発想力の向上を図ることや、将来信頼される建築技術

者として、技術や知識は勿論のこと、技術者としての倫

理観を育む場とし、将来建築士会の一員としても活躍す

ることを期待していることにあります。

　コンペは、まず「予選」として、各都道府県建築士会で

最優秀の作品を選定。その代表作品は全国大会に出場し、

士会連合会において各県対抗のトーナメント方式で審査。

優勝、準優勝、ベスト8等の賞が決定されます。

　県内各校からの応募作品は、当建築士会の社会活動委

員会のメンバーが主体となって審査。若い学生というこ

とを念頭に、表現力、テーマの理解度、計画地の把握、提

案の先見性・斬新性・実現性等総合的な観点から評価し

ます。このコンペは、一貫して「地域のくらし」という

少し抽象的なテーマが掲げられてきましたが、2015年度

（第6回）からは、「空き家を生かす」という、より具体的

なサブタイトルが設定されています。

　県内には、建築課程を持つ工業高校・高等専門学校は

5校。これまでの「戦績」は、第6回に県立広島工業高等

学校の作品が「ベスト8」に輝いています。昨年度第8回も、

同校が県代表として全国大会に出場。結果は士会連合会

のHPに記載されています。

　第9回となる今年度のテーマは、「地域のくらしーリノベー

ションの可能性」。社会的な地域課題の提案を求める難しさ

も感じますが、

若者らしい自

由な発想で、

これからの時

代を見据えた

ワクワクする

作品を期待し

ています。
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ひろしま建築学生チャレンジコンペ2016

田中里奈　トークイベント　広島県


